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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 18,620 3.4 784 9.4 1,363 △6.1 645 △7.0

2024年３月期第３四半期 18,002 3.9 717 △26.4 1,452 67.5 694 △60.8

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 555百万円（△66.9％） 2024年３月期第３四半期 1,675百万円（△25.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 667.29 －

2024年３月期第３四半期 717.83 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 32,506 24,437 75.0 25,201.29

2024年３月期 32,254 24,028 74.4 24,785.26

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 24,392百万円 2024年３月期 23,990百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 150.00 150.00

2025年３月期 － 0.00 －

2025年３月期（予
想）

150.00 150.00

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 5.2 700 △17.5 1,300 △29.5 400 △57.8 413.24

①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2025年３月期３

Ｑ
1,009,580株 2024年３月期 1,009,580株

②  期末自己株式数
2025年３月期３

Ｑ
41,693株 2024年３月期 41,646株

③  期中平均株式数（四半期累計）
2025年３月期３

Ｑ
967,891株

2024年３月期３

Ｑ
967,966株

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当四半期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（２）当四半期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（会計方針の変更に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 10

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 10

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ……………………………………………………… 10

［期中レビュー報告書］

○添付資料の目次

- 1 -

南海プライウッド㈱（7887）2025年３月期　第３四半期決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の増加を背景に緩

やかな景気回復の動きが見られたものの、ウクライナ情勢の長期化や中東地域の緊張によるエネルギー価格の高止

まり、さらには欧米諸国での政策金利の変動に伴う為替相場への影響、米国新政権の動向等、景気の先行きは依然

不透明な状況が続いております。

住宅関連業界におきましては、資材価格の値上がりや職人不足の影響から住宅価格が高騰するなか、長期金利の

引き上げやインフレを背景とした消費マインドの減退等により新設住宅着工戸数は低水準で推移しました。

このような状況のなか、当社グループは引き続き、為替管理や労働生産性の向上施策、各種経費削減等の徹底し

たコスト管理に取り組み、利益確保に努めました。また販売面においても主力である収納製品のラインナップ拡充

によるシェア拡大と戸当り売上高の増加に重点的に取り組んだ他、リフォーム市場や集合住宅市場への積極的な提

案活動を実施いたしました。さらに、当社グループは為替変動リスクに強い事業体制の確立を目指し、海外市場で

の事業基盤の強化を重要課題と位置付けております。海外市場での収益拡大に向けた販売用資材の開発や市場開拓

など各種取組の進捗にも注力いたしました。当第３四半期連結会計期間においては資材価格の高騰から利益は圧迫

されたものの、「持家」の着工戸数は前年同期比8.3％の増加となり改善傾向で推移したため、当社の主力事業に

おいては堅調な業績を維持することができました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は18,620百万円（前年同四半期比3.4％増）、営業利益は784百

万円（前年同四半期比9.4％増）、経常利益は1,363百万円（前年同四半期比6.1％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は645百万円（前年同四半期比7.0％減）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①木材関連事業

　当セグメントにおける、国内市場については引き続き将来の新設住宅着工戸数減少に備えて、新築住宅市場のみ

ならずリフォーム市場、集合住宅市場への販売活動に注力いたしました。特に注文住宅やリフォーム住宅において

はお施主様への情報発信が重要となることから、当社ウェブサイトやSNS、体験型ショールームを活用し、収納ア

イデアに関する情報発信を積極的に行うことで認知度の向上と需要の掘り起こしに努めております。これらの取組

の結果、リフォーム市場の売上高は堅調に推移した他、集合住宅においては主に賃貸向けマンションを中心に一定

の伸長が見られました。今後も収納分野の商品ラインナップ強化による戸当り売上高の向上と併せて国内事業基盤

の強化を目指してまいります。また、海外市場については、フランス子会社の合板製造販売事業において、製造工

程の見直しと販路拡大による黒字化を目指しております。製造面では、生産性向上の取り組みを通じて歩留まり率

の改善やエネルギーコストの削減等一定の進捗がみられるものの、欧州における合板需要の低迷により販売量が低

水準で推移し生産調整を継続する厳しい状況が続きました。

　この結果、当セグメントの経営成績は売上高16,640百万円（前年同四半期比1.4％増）、セグメント利益710百万

円（前年同四半期比11.7％増）となりました。

②電線関連事業

　当セグメントでは、新規顧客の開拓、小口販売の拡充等の営業強化に取り組みました。電材仕入価格の高止まり

の状況や業界内の価格競争が継続しておりますが、一時的に大型物件への販売があったこと等が影響し今期の売上

高は堅調に推移いたしました。

　この結果、当セグメントの経営成績は売上高1,587百万円（前年同四半期比37.0％増）、セグメント利益24百万

円（前年同四半期比80.3％増）となりました。

③一般管工事関連事業

当セグメントでは、設備投資および設備改修工事に関する受注件数は比較的安定して推移しているものの、小規

模物件の受注が中心となる状況が継続しており、売上高、利益率ともに前年同期と比較し下回る状況となりまし

た。

　この結果、当セグメントの経営成績は売上高392百万円（前年同四半期比7.7％減）、セグメント利益29百万円

（前年同四半期比37.7％減）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は17,554百万円となり、前連結会計年度末に比べ874百万円減少

いたしました。これは主に現金及び預金507百万円の減少、原材料及び貯蔵品322百万円の減少等によるものであり

ます。固定資産は14,951百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,126百万円増加いたしました。これは主に建設

仮勘定1,221百万円の増加、機械装置及び運搬具（純額）72百万円の減少等によるものであります。

この結果、総資産は32,506百万円となり、前連結会計年度末に比べ252百万円増加いたしました。
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（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は5,006百万円となり、前連結会計年度末に比べ52百万円減少い

たしました。これは主に支払手形及び買掛金382百万円の増加、未払金82百万円の減少、未払消費税等334百万円の

減少等によるものであります。固定負債は3,062百万円となり、前連結会計年度末に比べ105百万円減少いたしまし

た。これは主に繰延税金負債219百万円の増加、デリバティブ債務42百万円の増加、長期借入金382百万円の減少等

によるものであります。

この結果、負債合計は8,068百万円となり、前連結会計年度末に比べ157百万円減少いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は24,437百万円となり、前連結会計年度末に比べ409百万円増

加いたしました。これは主に利益剰余金500百万円の増加、為替換算調整勘定75百万円の増加、その他有価証券評

価差額金28百万円の増加、繰延ヘッジ損益197百万円の減少等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年５月15日の「2024年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想から変更いたしておりませんが、世界経済や金融市場の動向などにより業績が大きく変動する可能性があり

ますので、経営環境など様々な要因を精査し修正が必要になった場合には速やかに公表いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,511,445 3,004,051

受取手形、売掛金及び契約資産 3,700,342 4,162,609

電子記録債権 2,773,933 2,838,753

商品及び製品 2,515,047 2,376,402

仕掛品 1,149,325 979,613

原材料及び貯蔵品 3,495,854 3,172,944

デリバティブ債権 488,295 223,602

その他 796,398 798,710

貸倒引当金 △1,655 △1,761

流動資産合計 18,428,989 17,554,926

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,042,428 8,156,702

減価償却累計額 △5,287,030 △5,416,736

建物及び構築物（純額） 2,755,398 2,739,965

機械装置及び運搬具 9,058,639 9,151,599

減価償却累計額 △7,409,148 △7,574,210

機械装置及び運搬具（純額） 1,649,490 1,577,388

工具、器具及び備品 577,981 584,158

減価償却累計額 △470,141 △472,104

工具、器具及び備品（純額） 107,840 112,053

リース資産 43,735 36,986

減価償却累計額 △42,182 △36,068

リース資産（純額） 1,553 917

土地 4,245,469 4,249,890

建設仮勘定 1,476,130 2,697,139

その他 12,806 13,936

有形固定資産合計 10,248,688 11,391,291

無形固定資産 179,193 155,186

投資その他の資産

投資有価証券 844,963 930,494

繰延税金資産 75,753 67,797

投資不動産 2,491,241 2,490,399

減価償却累計額 △475,097 △530,108

投資不動産（純額） 2,016,143 1,960,290

その他 461,232 446,511

貸倒引当金 △567 －

投資その他の資産合計 3,397,524 3,405,094

固定資産合計 13,825,406 14,951,571

資産合計 32,254,395 32,506,498

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 979,201 1,361,920

短期借入金 1,969,557 2,065,346

未払金 529,095 446,175

未払費用 220,518 241,428

未払法人税等 448,685 186,217

未払消費税等 427,422 92,469

賞与引当金 350,889 186,102

その他 133,498 426,788

流動負債合計 5,058,870 5,006,450

固定負債

長期借入金 2,692,845 2,310,060

繰延税金負債 90,066 309,215

役員退職慰労引当金 9,440 9,440

退職給付に係る負債 186,337 207,433

デリバティブ債務 2,423 45,013

その他 186,067 180,979

固定負債合計 3,167,180 3,062,141

負債合計 8,226,051 8,068,592

純資産の部

株主資本

資本金 2,121,000 2,121,000

資本剰余金 1,865,920 1,865,920

利益剰余金 19,129,944 19,630,618

自己株式 △134,007 △134,327

株主資本合計 22,982,857 23,483,210

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 311,810 339,813

繰延ヘッジ損益 337,681 140,395

為替換算調整勘定 323,377 399,177

退職給付に係る調整累計額 34,767 29,405

その他の包括利益累計額合計 1,007,636 908,792

非支配株主持分 37,850 45,903

純資産合計 24,028,344 24,437,905

負債純資産合計 32,254,395 32,506,498

- 5 -

南海プライウッド㈱（7887）2025年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 18,002,099 18,620,191

売上原価 12,952,600 13,271,993

売上総利益 5,049,499 5,348,198

販売費及び一般管理費

発送運賃 910,730 953,047

貸倒引当金繰入額 355 △310

報酬及び給料手当 1,491,432 1,600,395

賞与引当金繰入額 101,010 105,506

退職給付費用 43,333 41,805

その他 1,784,907 1,862,800

販売費及び一般管理費合計 4,331,770 4,563,244

営業利益 717,728 784,953

営業外収益

受取利息 4,394 20,855

受取配当金 20,773 23,375

受取賃貸料 121,318 124,574

受取還付金 － 74,904

為替差益 439,264 444,862

受取和解金 157,290 －

その他 153,141 58,157

営業外収益合計 896,183 746,729

営業外費用

支払利息 60,554 59,431

賃貸費用 94,008 75,877

デリバティブ評価損 － 23,419

その他 7,194 9,852

営業外費用合計 161,756 168,581

経常利益 1,452,155 1,363,100

特別利益

固定資産売却益 － 6,802

投資有価証券売却益 6,194 －

特別利益合計 6,194 6,802

特別損失

固定資産除却損 23,078 30,319

特別損失合計 23,078 30,319

税金等調整前四半期純利益 1,435,271 1,339,583

法人税、住民税及び事業税 309,097 383,205

法人税等調整額 419,056 302,315

法人税等合計 728,154 685,521

四半期純利益 707,117 654,061

非支配株主に帰属する四半期純利益 12,280 8,198

親会社株主に帰属する四半期純利益 694,837 645,863

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 707,117 654,061

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 113,045 27,856

繰延ヘッジ損益 336,571 △197,285

為替換算調整勘定 519,118 75,800

退職給付に係る調整額 △103 △5,361

その他の包括利益合計 968,632 △98,990

四半期包括利益 1,675,749 555,071

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,663,276 547,018

非支配株主に係る四半期包括利益 12,472 8,052

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正 

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３ 

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28 

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに 

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に 

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適 用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の 四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連 結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：千円）

木材関連事業電線関連事業
一般管工事
関連事業

合計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

売上高

外部顧客への売上高 16,418,742 1,158,351 425,006 18,002,099 － 18,002,099

セグメント間の内部

売上高又は振替高
457 23,854 76,754 101,065 △101,065 －

計 16,419,199 1,182,205 501,761 18,103,165 △101,065 18,002,099

セグメント利益 635,926 13,473 47,905 697,305 20,423 717,728

（単位：千円）

木材関連事業電線関連事業
一般管工事
関連事業

合計
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

売上高

外部顧客への売上高 16,640,506 1,587,412 392,272 18,620,191 － 18,620,191

セグメント間の内部

売上高又は振替高
393 4,710 67,295 72,399 △72,399 －

計 16,640,899 1,592,123 459,567 18,692,590 △72,399 18,620,191

セグメント利益 710,039 24,292 29,834 764,166 20,786 784,953

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益の調整額20,423千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2024年４月１日　至2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益の調整額20,786千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 539,019千円 602,403千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月12日

南海プライウッド株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

　大阪事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 里見　優

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 稲積　博則

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている南海プライウッド株式会社の2024年４月１日から2025

年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連

結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況

により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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